
宮
城
県
仙
台
市
の
中
央
に
位
置
す
る
仙
台
厚

生
病
院（
病
床
数
３
８
３
床
）。
地
域
医
療
支
援

病
院
で
あ
る
同
院
は
、
心
臓
血
管
、
消
化
器
、

呼
吸
器
の
３
分
野
に
診
療
科
を
絞
り
込
み
、
そ

れ
ぞ
れ
を
１
０
０
床
超
と
大
規
模
化
し
多
数
の

紹
介
患
者
を
受
け
入
れ
、
手
術
を
実
施
し
て
い

る
。
現
在
、
心
臓
カ
テ
ー
テ
ル
手
術
数
と
肺
が

ん
手
術
数
が
東
北
地
方
１
位
、
心
臓
バ
イ
パ
ス

手
術
数
と
胃
が
ん
手
術
数
が
東
北
地
方
２
位
な

ど
の
高
さ
を
誇
る
。

「
２
０
０
７
年
に
当
院
で
Ｎ
Ｓ
Ｔ
が
発
足
し
て

か
ら
、
胃
瘻
造
設
目
的
の
紹
介
患
者
さ
ん
も
増

え
ま
し
た
」と
、
Ｎ
Ｓ
Ｔ

委
員
会
委
員
長
で
消
化

器
内
科
部
長
の
中
堀
昌
人

医
師
は
言
う
。

同
院
に
お
け
る
胃
瘻
造
設
数
は
、
年
間
約
90

件
。
そ
の
多
く
が
近
隣
の
医
療
・
福
祉
施
設
か

ら
の
紹
介
患
者
で
あ
り
、
誤
嚥
性
肺
炎
や
脳
神

経
疾
患
で
口
か
ら
食
べ
る
こ
と
が
で
き
な
く
な

り
胃
瘻
造
設
の
依
頼
を
さ
れ
る
ケ
ー
ス
が
ほ
と

ん
ど
だ
。

「
胃
瘻
造
設
目
的
の
入
院
の
場
合
、
そ
の
期
間

は
造
設
後
１
週
間
を
目
安
に
し
て
い
ま
す
。
基

本
的
に
は
術
後
、
液
体
の
濃
厚
流
動
食
品
を
胃

瘻
か
ら
少
し
ず
つ
投
与
し
、
７
日
間
で
目
標
栄

養
量
を
ク
リ
ア
で
き
る
よ
う
に
計
画
し
て
い
ま

す
」し

か
し
、
実
際
に
は
投
与
量
の
ア
ッ
プ
を
図

る
途
中
で
、
胃
食
道
逆
流
や
そ
の
結
果
と
し
て

の
誤
嚥
性
肺
炎
、
下
痢
、
瘻
孔
か
ら
の
漏
れ
な

ど
が
発
生
す
る
こ
と
も
少
な
く
な
く
、
そ
の
場

合
、
投
与
量
や
投
与
速
度
を
落
と
し
て
末
梢
静

脈
栄
養
で
不
足
分
を
補
う
な
ど
の
対
応
を
し
て

き
た
と
い
う
。

「
胃
食
道
逆
流
の
対
策
と
し
て
経
胃
瘻
的
空
腸

瘻
造
設
術（
Ｐ
Ｅ
Ｇ-

Ｊ
）と
い
う
方
法
も
あ
り
ま

す
が
、
こ
れ
は
胃
瘻
か
ら
挿
入
し
た
カ
テ
ー
テ

ル
を
伸
ば
し
て
空
腸
内
に
留
置
す
る
こ
と
か
ら

再
造
設
や
カ
テ
ー
テ
ル
交
換
の
負
担
も
大
き
く

な
り
ま
す
。
ま
た
、
カ
テ
ー
テ
ル
径
も
通
常
は

細
く
し
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
適
用
と
な
る
濃
厚

流
動
食
品
が
限
ら
れ
て
き
ま
す
。
そ
こ
で
消
化

器
内
科
で
は
、
そ
う
し
た
リ
ス
ク
へ
の
対
応
と

し
て
、
３
年
前
か
ら
半
固
形
化
栄
養
を
適
用
し

て
い
ま
す
」

半
固
形
化
栄
養
の
導
入
に
あ
た
り
、
当
初
、

中
堀
医
師
ら
は
市
販
の
粘
度
の
低
い
半
固
形
化

栄
養
食
品
を
選
択
し
た
。
そ
れ
は
注
入
時
の
負

担
を
考
え
て
の
こ
と
だ
っ
た
が
、
結
果
は
思
う

よ
う
な
胃
食
道
逆
流
の
リ
ス
ク
低
減
に
つ
な
が

ら
ず
、
別
の
半
固
形
化
栄
養
食
品
を
探
す
こ
と

に
な
っ
た
。

「
胃
食
道
逆
流
へ
の
適
用
と
さ
れ
る

１
０
０
０
０
ｍ
Ｐ
ａ
・
ｓ
以
上
の
粘
度
の
も
の

も
導
入
し
た
の
で
す
が
、
や
は
り
粘
度
の
高
い

も
の
は
押
し
出
す
際
に
強
い
握
力
が
必
要
で
あ

り
、
１
日
に
３
回
、
数
人
に
注
入
す
る
と
な
る

と
看
護
師
の
負
担
が
大
き
く
、
継
続
使
用
が
難

し
い
状
態
と
な
り
ま
し
た
」

粘
度
が
低
い
も
の
は
注
入
が
容
易
だ
が
、
思

う
よ
う
な
効
果
に
つ
な
が
ら
な
い
。
一
方
、
逆

流
防
止
の
効
果
が
実
証
さ
れ
た
粘
度
が
あ
っ
て

も
、
そ
れ
は
粘
度
が
高
い
ゆ
え
に
注
入
が
困
難

に
な
る
⋮
⋮
。
選
択
に
苦
慮
し
た
中
堀
医
師
ら

が
、
最
終
的
に
選
ん
だ
も
の
は
寒
天
で
固
形
化

し
た
ハ
イ
ネ
ゼ
リ
ー
ア
ク
ア（
株
式
会
社
大
塚
製

薬
工
場
）だ
っ
た
。

「
さ
ら
に
１
０
０
㎉
あ
た
り
１
０
１
㎖
の
水
分

が
含
ま
れ
る
こ
と
も
、
選
択
の
決
め
手
と
な
り

ま
し
た
」

同
院
で
は
従
来
、
半
固
形
化
栄
養
食
品
の
投

与
に
先
立
ち
、
水
分
補
給
の
た
め
に
水
分
ゼ

リ
ー
を
注
入
し
て
い
た
。
濃
度
の
高
い
製
品
の

場
合
、
製
品
に
含
ま
れ
る
水
分
量
が
少
な
く
な

る
た
め
、
追
加
す
る
水
分
量
が
多
く
な
り
、
こ

の
手
間
と
コ
ス
ト
も
半
固
形
化
栄
養
の
課
題
の

一
つ
と
な
っ
て
い
た
の
だ
が
、
水
分
含
有
量
の

多
い
ハ
イ
ネ
ゼ
リ
ー
ア
ク
ア
で
あ
れ
ば
、
補
水

の
た
め
の
水
分
ゼ
リ
ー
の
投
与
量
が
少
な
く
な

り
、
そ
の
分
だ
け
手
間
と
コ
ス
ト
を
軽
減
す
る

こ
と
が
で
き
る
。

「
１
週
間
と
い
う
短
い
在
院
日
数
の
な
か
で
は

あ
り
ま
す
が
、
ハ
イ
ネ
ゼ
リ
ー
ア
ク
ア
の
導
入

に
よ
っ
て
、
注
入
時
に
お
け
る
看
護
師
の
手
間

は
も
ち
ろ
ん
、
胃
食
道
逆
流
や
下
痢
の
リ
ス
ク

を
軽
減
で
き
、
患
者
さ
ん
の
便
性
状
や
瘻
孔
感

染
の
改
善
に
つ
な
が
っ
た
と
い
う
手
応
え
を
得

て
い
ま
す
。
な
に
よ
り
、
イ
ル
リ
ガ
ー
ト
ル
な

ど
で
滴
下
す
る
液
体
の
濃
厚
流
動
食
品
と
異
な

り
、
注
入
時
に『
食
事
で
す
よ
。
具
合
は
い
か
が

で
す
か
？
』な
ど
と
看
護
師
が
声
を
か
け
る
こ

と
に
よ
り
思
い
を
伝
え
る
こ
と
が
で
き
、
患
者

さ
ん
と
の
交
流
を
深
め
て
い
る
よ
う
で
す
」

ま
た
、
短
時
間
で
の
投
与
が
可
能
な
の
で
、

注
入
後
に
体
位
変
換
を
す
る
こ
と
が
で
き
、
患

者
の
Ｑ
Ｏ
Ｌ
向
上
や
看
護
業
務
の
軽
減
に
も
つ

な
が
っ
て
い
る
と
い
う
。

こ
う
し
た
手
応
え
を
受
け
て
中
堀
医
師
は
、

胃
食
道
逆
流
な
ど
に
よ
る
胃
瘻
造
設
症
例
に
つ

い
て
は
、
第
２
病
日
か
ら
ハ
イ
ネ
ゼ
リ
ー
ア
ク

ア
を
投
与
し
、
１
週
間
で
フ
ル
ド
ー
ズ
に
も
っ

て
い
く
プ
ロ
ト
コ
ー
ル
を
作
成
し
た（
表
）。

「
慢
性
期
の
多
く
の
医
療
現
場
で
、
半
固
形
化

栄
養
が
胃
食
道
逆
流
の
リ
ス
ク
低
減
や
下
痢
、

瘻
孔
か
ら
の
漏
れ
防
止
に
つ
な
が
っ
て
い
る
こ

と
が
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。
胃
食
道
逆
流
に
つ

い
て
は
液
体
の
栄
養
剤
に
比
べ
、
半
固
形
化
栄

養
は
、
粘
度
増
強
に
よ
る
逆
流
防
止
の
効
果
に

加
え
、
よ
り
生
理
的
な
消
化
管
運
動
を
惹
起
す

る
か
ら
で
あ
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
た
と
え

１
週
間
と
い
う
短
い
在
院
日
数
で
あ
っ
て
も
、

そ
れ
は
同
じ
こ
と
。
よ
り
生
理
的
な
消
化
管
運

動
に
つ
な
が
る
の
な
ら
ば
、
急
性
期
で
も
胃
食

道
逆
流
や
下
痢
な
ど
の
リ
ス
ク
が
想
定
さ
れ
る

場
合
は
、
造
設
術
後
か
ら
半
固
形
化
栄
養
を
投

与
す
る
べ
き
と
考
え
て
い
ま
す
」

★この記事はヒューマンニュートリション 2010.No.10 に掲載されたものです。

平
均
在
院
日
数
1
週
間
の

半
固
形
化
栄
養
の
プ
ロ
ト
コ
ー
ル
を
作
成

慢
性
期
・
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
病
院
を
中
心
に
普
及
し
て
い
る
半
固
形
化
栄
養
だ
が
、

急
性
期
病
院
で
も
積
極
的
に
導
入
を
図
っ
て
い
る
と
こ
ろ
も
あ
る
。

こ
こ
で
は
、そ
う
し
た
急
性
期
病
院
に
お
け
る
半
固
形
化
栄
養
の
取
り
組
み
を
紹
介
す
る
。

胃
食
道
逆
流
の
防
止
対
策
と
し
て

半
固
形
化
栄
養
を
導
入

表		ハイネゼリーアクア（半固形化栄養剤）		ＰＥＧ造設後投与例

1日
容量

ハイネゼリーアクア 水分補給ゼリー GFO
総カロリー

Kcal
水分量

200Kcal 25Kcal 36Kcal
水分　202ml 水分250ml 白湯20mで溶解

朝 昼 夜 朝 昼 夜 朝 昼 夜

A			ハイネゼリー
アクア

最終目標
約800cal/日

1病日 0p 0 0 0 0 1p 1p 0 1p 1p 122 540
2病日 2p 1p 0 1p 1p 0 1p

下痢例にはGFO
あるいは食物繊維
投与を検討

450 904
3病日 3p 1p 1p 1p 1p 0 1p 650 1106
4病日 4p 1p 1p 2p 1p 0 0 825 1058
5病日 4p 1p 1p 2p 1p 0 0 825 1058
6病日 4p 1p 1p 2p 1p 0 0 825 1058
7病日 4p 1p 1p 2p 1p 0 0 825 1058

B			ハイネゼリー
アクア

最終目標
約1000cal/日

1病日 0p 0 0 0 0 1p 1p 0 1p 1p 122 540
2病日 2p 1p 0 1p 1p 0 1p

下痢例にはGFO
あるいは食物繊維
投与を検討

450 904
3病日 3p 1p 1p 1p 1p 0 1p 650 1106
4病日 4p 1p 1p 2p 1p 0 1p 850 1308
5病日 5p 2p 1p 2p 0 1p 0 1025 1260
6病日 5p 2p 1p 2p 0 1p 0 1025 1260
7病日 5p 2p 1p 2p 0 1p 0 1025 1260

C			ハイネゼリー
アクア

最終目標
約1200cal/日

1病日 0p 0 0 0 0 1p 1p 0 1p 1p 122 540
2病日 2p 1p 0 1p 1p 0 1p

下痢例にはGFO
あるいは食物繊維
投与を検討

450 904
3病日 3p 1p 1p 1p 1p 0 1p 650 1106
4病日 4p 1p 1p 2p 1p 0 1p 850 1308
5病日 5p 2p 1p 2p 0 1p 0 1025 1260
6病日 6p 2p 2p 2p 0 0 1p 1225 1462
7病日 6p 2p 2p 2p 0 0 1p 1225 1462

D			ハイネゼリー
アクア

最終目標
約1400cal/日

1病日 0p 0 0 0 0 1p 1p 0 1p 1p 122 540
2病日 2p 1p 0 1p 1p 0 1p

下痢例にはGFO
あるいは食物繊維
投与を検討

450 904
3病日 3p 1p 1p 1p 1p 0 1p 650 1106
4病日 4p 1p 1p 2p 1p 0 1p 850 1308
5病日 5p 2p 1p 2p 0 1p 0 1025 1260
6病日 6p 2p 2p 2p 0 0 1p 1225 1462
7病日 7p 2p 2p 3p 0 0 1p 1425 1664

HCUを回診するNSTメンバー。病態の安定を図るこの病棟で
はNSTの取り組みに対して期待が寄せられている

NSTの回診で、瘻孔漏れのあった対象患者の経過を観察。今
回、トラブルはなくなっており、メンバーは皆、ほっと胸をなでおろす

リ
ス
ク
の
発
生
が
予
測
さ
れ
る
場
合

第
２
病
日
か
ら
投
与
を
開
始

急
性
期
医
療
に
お
け
る
半
固
形
化
栄
養
の
活
用
財
団
法
人
厚
生
会	

仙
台
厚
生
病
院  （
宮
城
県
仙
台
市
）

毎週行なっているＮＳＴのカンファレンス。ＮＳＴ委員会委員長の中堀
昌人医師の横でＮＳＴ専従者の管理栄養士、中嶋香織さんが対象患
者のデータを読み上げる


